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「個別報告」全在庫担保・全資産担保とFirst












































































































































































る担保権、これを First Priming Lien と呼びますが、こういった担保権を
設定して与信を受けることができると定められています。実務上は、Super 


















































　私は、日本でも法的整理の下でのみ有効な Super Priority Claim と何より
も売掛債権と在庫に関するFirst Priming Lien を導入すべきだと主張してい
ます。特に First Priming Lien は倒産前の担保権設定状況に拘らず、新た
に担保を設定できますので、DIP ファイナンスの可能性を高めます。First 
Priming Lien は一義的には DIP ファイナンスの貸付人を保護することが目









　今まで、First Priming Lien のメリットをお話ししましたが、それでは、



















することによって、回収額が大幅に減少するよりは、First Priming Lien を
認めることで担保権者としてのポジションが一時的に悪化しても、破産を免
れ、再生することによる回収額の方が多いということになれば、保護されて
いるのと同等の効果と言えるでしょう。また、First Priming Lien を認める
のが嫌であれば、自らが DIP ファイナンスを実行すれば良いということに
もなります。





で、First Priming Lien は、法的整理における様々なステークホルダーにとっ
て利益になるDIP ファイナンスを拡大することに繋がると思われます。
私からの報告は以上でございます。ご静聴有難うございました。
粟田口　堀内様、どうもありがとうございました。それでは次に志甫弁護士
からご報告をいただきます。よろしくお願いいたします。
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